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超新星とは？

近年では発見数が
指数関数的に増加

超新星発見数の推移
個数

年

爆発メカニズムは
未だ不明瞭

しかし

→爆発後を観測することで
新たな知見を得る

超新星爆発 最もエネルギーの大きい星の爆発現象



超新星の分類

0.超新星

Hがある

Siが強い

No

Yes

Yes

No

Ia型 Ib, Ic型 II型

核爆発型 重力崩壊型

→ スペクトルの形状 により、様々な種類（型）に分類される

超新星爆発 最もエネルギーの大きい星の爆発現象

Ia

II

Ic

Ib



型同定の流れ

1.超新星の型同定

（直接発見報告が届く場合あり）





(TNS: Transient Name Server)

・ IAUの公認サイトの1つ

・ 超新星等の突発天体の名前付けをスムーズに行うことを目的とする

・ 発見から同定までを一択管理

・ 同定されると 自動的に 超新星と認定

2016年1月1日に稼働開始



型同定を行える条件

1.超新星の型同定

・天気がいい

・超新星が十分に明るい

・他に重要な観測がない

（広島大学かなた望遠鏡の場合）

当日のシーイング次第だが 16.5-17.0 等以上の明るさ

GRB、共同観測 の優先度が高い

→ 型同定の観測を開始

雲の有無はもちろん、湿度 の条件もあり



かなた望遠鏡で報告した超新星 (2016年以降)

1.超新星の型同定



スペクトル型自動判定 (GELATO)

1.超新星の型同定

Harutyunyanのグループが作成した超新星の型同定サービス

天体のスペクトル

天体の
redshift(距離)

(https://gelato.tng.iac.es/gelato/)



スペクトル型自動判定 (GELATO)

1.超新星の型同定

Harutyunyanのグループが作成した超新星の型同定サービス



スペクトル型自動判定 (GELATO)

1.超新星の型同定

Harutyunyanのグループが作成した超新星の型同定サービス



型同定

1.超新星の型同定

天体名 AT 0000

発見者 母銀河

発見日 母銀河までの距離

発見等級

観測者

観測日

同定者

符号

コメント欄

※これは日本人天文家が
発見した超新星ではありません

ハッブル定数等
から算出

単位はUT

爆発後なるべく
早いほうがうれしい

TNSがつける
超新星の符号

かなた望遠鏡で
取得したスペクトル

GERATOで確認した
最も近い
超新星のスペクトル



型同定

1.超新星の型同定

同定難易度

割と簡単 ・S/Nが高い
・分かりやすい型

そこそこ ・S/Nが低めだが吸収線がはっきり見える
・分かりにくい型

結構難しい ・S/Nが低く吸収線がわかりづらい
・特徴が少ない、珍しい



型同定

1.超新星の型同定

天体名 AT 2018pu

発見者 坪井 正紀 母銀河 NGC3941

発見日 2018年2月3.6日 母銀河までの距離 13 Mpc

発見等級 15.1

観測者 山中、川端、黄

観測日 2月8.7日

同定者 山中

符号 SN2018pv

・銀河核に非常に近い超新星



型同定

1.超新星の型同定

天体名 AT 2018pu

発見者 坪井 正紀 母銀河 NGC3941

発見日 2018年2月3.6日 母銀河までの距離 13 Mpc

発見等級 15.1

観測者 山中、川端、黄

観測日 2月8.7日

同定者 山中

符号 SN2018pv

・銀河核に非常に近い超新星
Ia

Ib
Ic

II



型同定

1.超新星の型同定

天体名 AT 2018pu

発見者 坪井 正紀 母銀河 NGC3941

発見日 2018年2月3.6日 母銀河までの距離 13 Mpc

発見等級 15.1

観測者 山中、川端、黄

観測日 2月8.7日

同定者 山中

符号 SN2018pv

・銀河核に非常に近い超新星

type Ia +12 days



型同定

1.超新星の型同定

天体名 AT 2018imf

発見者 板垣 公一 母銀河 NGC4639

発見日 2018年11月14.8日 母銀河までの距離 15 Mpc

発見等級 15.8

観測者 山中、高木

観測日 11月15.8日

同定者 山中

符号 SN2018imf

・5分で2個発見



型同定

1.超新星の型同定

天体名 AT 2018imf

発見者 板垣 公一 母銀河 NGC4639

発見日 2018年11月14.8日 母銀河までの距離 15 Mpc

発見等級 15.8

観測者 山中、高木

観測日 11月15.8日

同定者 山中

符号 SN2018imf

・5分で2個発見

Ia

Ib
Ic

II



型同定

1.超新星の型同定

天体名 AT 2018imf

発見者 板垣 公一 母銀河 NGC4639

発見日 2018年11月14.8日 母銀河までの距離 15 Mpc

発見等級 15.8

観測者 山中、高木

観測日 11月15.8日

同定者 山中

符号 SN2018imf

・5分で2個発見

type II + 60 days



型同定

1.超新星の型同定

天体名 AT 2019yvq

発見者 板垣 公一 母銀河 NGC4441

発見日 2019年12月28.7日 母銀河までの距離 37 Mpc

発見等級 16.7

観測者 中岡

観測日 1月1.4日

同定者 川端

符号 SN2019yvq

・ 明け方の東の空 超低空で発見
Ia

Ib
Ic

II



型同定

1.超新星の型同定

天体名 AT 2019yvq

発見者 板垣 公一 母銀河 NGC4441

発見日 2019年12月28.7日 母銀河までの距離 37 Mpc

発見等級 16.7

観測者 中岡

観測日 1月1.4日

同定者 川端

符号 SN2019yvq

・ 明け方の東の空 超低空で発見

type Ia + 7 days



型同定

1.超新星の型同定

天体名 AT 2020gdw

発見者 板垣 公一 母銀河 NGC5111

発見日 2020年4月10.6日 母銀河までの距離 74 Mpc

発見等級 15.8

観測者 中岡

観測日 4月15.4日

同定者 中岡

符号 SN2020gdw

・ 母銀河からかなり離れた位置Ia

Ib
Ic

II



型同定

1.超新星の型同定

天体名 AT 2020gdw

発見者 板垣 公一 母銀河 NGC5111

発見日 2020年4月10.6日 母銀河までの距離 74 Mpc

発見等級 15.8

観測者 中岡

観測日 4月15.4日

同定者 中岡

符号 SN2020gdw

・ 母銀河からかなり離れた位置

type Ia +22 days



型同定を行う望遠鏡

1.超新星の型同定

最初期は暗いため型同定が困難

測光は高頻度で観測 かなた望遠鏡

せいめい望遠鏡

明るさ



超新星観測の流れ

1.超新星の型同定



かなた望遠鏡 HONIR

HONIR

・ 近赤外線を観測可能

取得できるデータを逃さない

・ 可視・近赤外線を同時に観測

時間効率を上げてデータ取得量アップ

→ 追跡観測に大きな強み



3.まとめ

超新星 SN 2014dt

ライトカーブ

他の超新星よりも明るい

明るさ



母銀河 NGC3184

母銀河までの距離 13.0 Mpc

発見日 2016年3月21.5日

発見者 板垣 公一

2016年5月12日 Kanata/HOWPol

広島大学
かなた望遠鏡

1.SN2014cx

測光: 27晩 / 分光: 18晩

超新星

初期から観測できた
最も近いLL SN IIP

(SN 2003Z: 23 Mpc)

観測天体:SN2016bkv         観測機器



1.SN2014cx

他の LL IIP型超新星と比較(R band)
(我々の銀河の吸収等を補正済)

normal IIP

97D

99br

03Z

02gd

06ov

(pastorello et al. 2004, spiro et al. 2014)

等
級

爆発からの日数

初期に~1等の増光あり + その後減光

→ 星周物質との相互作用

プラトーが長い
→ 重い親星が起源?

16bkv

光度変化比較



超新星の星周物質の形成

0.超新星

大質量星の質量放出

星の進化の最終段階における質量放出

中心からの
放射圧



3.まとめ

ヘリウム新星 V445 Pup

ライトカーブ

爆発前よりも暗い

明るさ



3.まとめ

ヘリウム新星 V445 Pup

親星の描像



3.まとめ

Phaethon掩蔽観測

親星の描像



3.まとめ

まとめ

・ 東広島天文台では、超新星の型同定を積極的に行っている

・ 特に近傍の超新星は、その後も長期間追跡観測を行っている

・ 新星等も長期にわたって観測を実施


